
Infrared molecular hydrogen lines in GRB host galaxies
K. Wiersema et al. arxiv:1808.09228v1

GRB afterglow
近くの星形成領域を照らす
➢ 輝線などにより性質を推定可能

4個のGRB母銀河を分光
031203：中間赤外データあり
080517：COが検出されている
➢ Paα, Brγ, 1-0S(1), 1-0S(3)

すべての銀河でPaαを検出
✓ H2はGRB031203の1-0S(3)のみ(4σ)
Black & van Dishoeck 1987でH2輝線の比をモデル計算
➢ 1-0S(1)のフラックスを推定
✓ 1-0S(1)/Brγ < 0.12 (BCDとconsitent)

Spitzerの中間赤外線(5-35um)を解析
✓ 連続的な温度でフィット

𝑑𝑁 ∝ 𝑇−𝑛𝑑𝑇
✓ S(7)輝線のみ検出(tentative)
➢ H2 gas：1.7x109 Msun
H2 dustは108 Msunが上限
➢ Gas/dust=500とconsistent

S(6)

Izotov & Thuan 2016, Table 3

右2列： Black & van Dishoeck 1987
1-0S(3)はIzotov & Thuan 2016が観測的に補間

(18個のBCD, 6個のHII領域に対して再結合線
と鉄輝線も観測)


